
◎事前説明会 ※自由参加
8月1日（水）午後7時～
こまえくぼ1234（狛江市市民活動支援センター）にて

社会福祉協議会の会員になり、年
会費を納められた方には「会員証」を
お渡しします。その「会員証」を協賛
店ご利用の際に
提示すると、協賛
店のご厚意によ
る特典を受けるこ
とができます。ぜひ、ご利用ください。

【日程】9月5日（水）～11月14日（水） 毎週水曜日 午後7時～9時
［全10回］※フィールドワークは別途日程を設定いたします。

【会場】こまえくぼ1234（狛江市市民活動支援センター）
【対象】狛江市内在住または在勤の方 20名程度
【受講料】3,000円
【内容】・高齢、障がい、子ども、災害、それぞれ地域福祉に関わる多

彩な講師（当事者や活動者）による講義
・地域活動を考察するワークやフリートーク（意見交換）
・フィールドワーク（体験活動、調べ学習など）を通しての実
践的なプログラム

【申込受付期間】7月17日（火）～８月31日（金）

《狛江駅》７月３日（火）正午～午後
１時 ７月４日（水）午後５時30
分～６時30分
《喜多見駅》７月３日（火）午後５時
30分～６時30分
《和泉多摩川駅》７月２日（月）午前
７時30分～８時30分

03-3488-0294

社会福祉法人
狛江市社会福祉協議会

～狛江市社会福祉協議会は、市民と一緒に地域福祉を推進する民間の社会福祉法人です～

福祉のまちづくりを応援してください
………………………………………………………………………
��ձձһืूதٞڠձ福祉ࣾࢢߐࠏ

福祉カレッジ受講生募集！
…………………………………………………………………………………………………………………………………

ティア活動の推進・支援、福祉に関
わる人材育成のためのイベント開催
等に使わせていただいています。

高齢者のためのサロン活動、地域
交流活動の推進、市民のボランティ
アへの理解や関心の向上、ボラン
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社会福祉協議会が行う地域福祉事
業にご理解をいただき、財政的支援
や、可能な範囲で地域福祉の推進に
参加してくださる方のことです。現
在約2500名の狛江市民の皆様に会
員として地域福祉推進にご協力いた
だいております。

社会福祉協議会の活動を地域の皆
様にお伝えいただく協力委員を募集
しています。
【問い合わせ】会員事業担当

志03繰3488繰0294

狛江市社会福祉協議会とは
社会福祉法に基づく民間の福祉団
体で、社会福祉事業経営者、福祉活
動を行う方などの参加により、福祉
のまちづくりを目指しています。
市民の皆さんの参加による福祉活
動の推進・支援の他、行政からの受
託事業、介護保険サービスなど、様々
な地域福祉事業に取り組んでいます。

会員種別と年会費
入会ご希望の方は社会福祉協議会
にご連絡ください。
会員種別は下記の3種類です。
˕ͭͭ͡会һ ೥会අ �
���ԁ
˕いͪΐ͏会һ ೥会අ ��
���ԁ
˕͘͞Β会һ ೥会අ ��
���ԁ
※1口1,000円単位で任意の増額も
可能です。
会費の納入方法は、口座引落、専
用用紙による金融機関等での振込、
協力委員による訪問、社会福祉協議
会窓口があります。

狛江の福祉のଲちଙଃା୆
ᄡቨଋଚଃଔଉି

協ᰑႨ୆ଈൕᚲଃଔଉい

会 員 と は

会費の使いみち

駅頭ＰＲ活動

協力委員募集中！

【申込み・問い合わせ】福祉カレッジ担当志03-3488-0313

近なところにあり、「福祉」
の主役は地域で暮らす皆さ
んです。年齢や性別、障が
いのあるなしに関わらず、
誰もが安心して暮らせる地
域にするために、活動者や
当事者のお話から市内の実
態を知り、みんなで一緒に
語り合いませんか。
興味のある方は事前説明
会へお越しください。

７月の会員増ڧ月間に合わせて
̧̥活動を行います。

【申込受付期間】6月17日（日）～８月5日（日）
【申込ํ๏】こまえくぼ1234（狛江市市民活動支援センター）窓口または
ホームページでプログラム申込書を入手し、必ず本人が窓口へ持参。
（火曜日・祝日は休館日となります）
。３００円（保険料）※別途参加費等が必要なプログラムあり【Ճඅࢀ】
７月８日（日）午後２時～3時【લઆ໌会ࣄ】
こまえくぼ1234（狛江市市民活動支援センター）にて

【問い合わせ】こまえくぼ1234（狛江市市民活動支援センター）狛江市
和泉本町1繰2繰34志03繰5761繰5556 E-mail:info@vc.komae.org
URLhttp://komaekubo1234.kokosil.net/

ՆʂମݧϘϥϯςΟΞ����

【内容】高齢・障がい・子ども・環
境・国際交流など市内の各分野の
施設やグループでボランティア体
験をします。

【対象】小学校４年生以上。年齢の
上限なし。

「福祉」は常に私たちの身
体験的にボランティア・市民活動に
関わってもらい、今後の活動のきっか
けや、身近な地域にふれる機会にし
てもらおうと、今年も“夏！体験ボラン
ティア”を実施します。
ボランティアに興味がある皆さん、
夏休みを利用して、普段なかなかで
きない体験をしてみませんか？
7月14日（土）～9月8日（土）【ಈ期間׆】



平成29年度社会福祉法人
狛江市社会福祉協議会事業報告

ボランティア・ガイダンス〔７月・８月〕開催のお知らせ

広告掲載の募集
「社協だより」は、年4回発
行し、新聞折込や各戸へ
のポスティング、公共施
設への設置を行っていま
す。ぜひ事業所の紹介や
ＰＲ等にご利用ください。
【問い合わせ】

社協だより 担当

みを行いました。
第一に、狛江市市民活動支援セン
ター（こまえくぼ1234）については、
指定管理２年目の取組みとして、市民
への周知活動に加え、各種部会活動が
活発化し、登録団体とともに支援セン
ター事業への協力者を増やしました。
第二に、狛江のまちの“そこ力”ネッ
トワーク推進事業（小地域福祉活動の
推進）については、「地域福祉活動計
画」で取り入れた日常生活圏域の考え
方をもとに職員体制を組み換え、福祉
のまちづくり委員会（仮称）の設置と
住民懇談会の実施に向けての体制整備
を行いました。
第三に、地域包括支援センターでは、
機能強化型地域包括支援センターの人
材育成機能として市内介護支援専門員
を対象に研修を実施し、関係者の地域
福祉推進への関心を高めるとともに地
域包括ケアシステムの構築として関係
者との協力体制を推進しました。
第四に、平成30年３月に、狛江市に

本部がある５つの社会福祉法人が参画
した「狛江市社会福祉法人連絡会」が
発足しました。連絡会では今後の取組
みとして、「福祉なんでも相談（仮称）」
の開催を計画しています。

毅市民活動団体や市民向けにホーム
ページの活用説明会を実施しました。
登録団体も107団体になり、自ら情
報発信をする団体も増えてきました。

毅情報紙「えくぼ」を年間11回、各
号3,700部発行するとともに、広報
誌「こまえがお」を年間３回、各号
30,000部発行しました。

罫小地域福祉活動の推進
これまでの岩戸、猪方・駒井、野川、
和泉の４地区を基礎とした小地域福祉
活動を、あいとぴあエリア、こまえ苑
エリア、こまえ正吉苑エリアという３
地区として取り組むことになりました。
担当職員をエリアごとの推進チームに
分けました。
茎地域包括支援センター
毅平成29年４月から開始された介護予
防・日常生活支援総合事業では、利
用者が適切なサービスを選択し利用
できるよう、サービス事業者との密な
連携を行い、円滑な移行を進めました。

毅認知症サポーター養成講座を開催し、
認知症の予防・対応における普及啓
発に努めました。

毅総合相談は相談内容が多様化し相談
件数も年々増加しており、信頼関係の
構築に重点を置いた対応を行いました。

毅機能強化型地域包括支援センターで
は、２年目の取組みとして、地域の
人材育成機能である介護支援専門員
を対象にした研修を実施するととも
に、相談も受け付け、介護支援専門
員とともに個別ケース課題の解決を
行いました。

荊地域福祉活動計画の策定
地域福祉活動計画策定委員会で協議、
検討を行ったほか、職員のプロジェク
トチームにより調査研究、事業検討等
を行い、計画の策定作業を進めました。
地域住民から幅広い意見をいただき、
その声を計画に反映させるための市民
説明会の開催や、計画の充実を図るた
めの近隣社会福祉協議会への視察研修
を行い、平成30年３月に「第３次地域
福祉活動計画」を策定しました。
蛍社会福祉法人制度改革への対応
地域における公益的な取組みを推進
するために、狛江市に本部がある４つ
の社会福祉法人とともに狛江市社会福
祉法人連絡会（仮称）準備会を開催し
ました。市内13の社会福祉法人に対
し、連絡会への参加意向確認等のアン
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（単位:円）【平成29年度決算】
合 計収益事業区分公益事業区分社会福祉事業区分
410,230,948240,06085,075,523324,915,365収益サービス活動

増 減 の 部 413,373,75899,88981,277,668331,996,201費用
801,7960187801,609収益サービス活動外

増 減 の 部 0000費用
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温かいご寄付をありがとうございます
皆様から頂いたご寄付は、狛江の福祉のために大切に役立ててまいります。

（平成30年３月31日～５月28日）

狛江市社会福祉協議会では、年間を通して寄付を募集しています

一 般 寄 付
株式会社エスワイフード様 20,000円
清 水様 20,000円
村 上 眞理子様 10,000円
アマチュア歌謡サークル狛江様 61,198円
匿 名 希 望 10,000円

指 定 寄 付
故石渡章介様ご遺族様（麦の穂のために） 344,600円
村 上 眞理子様（要約筆記啓発事業のために） 10,000円
匿 名 希 望 （笑顔サービス・手話講習会のために） 10,000円
匿 名 希 望 （笑顔サービスのために） 6,400円
匿 名 希 望 （笑顔サービスのために） 2,000円
匿 名 希 望 （笑顔サービスのために） 200,000円
匿 名 希 望 （麦の穂のために） 血圧計

あいとぴあ基金
狛江市社会福祉協議会募金箱 750円
※「あいとぴあ基金」の積み立て額は、平成30年3月末日現在で104,753,691円です。

ボランティアをしてみたい方・ボランティアを受入れたい
団体や施設の方のための説明会を定期的に開催します。
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筆記活動ができる18歳以上の方
【内容】聞きながら書く実習を中心
に、聴覚障がいの基礎知識や要約
筆記の必要性、利用者のお話など
【申込受付】７月２日～９月６日まで
【申込み・問い合わせ】
要約筆記講習会担当
志03-3488-0294
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【日時】9月14日から12月7日
毎週金曜日（11月23日を除く）
午前10時から正午［全12回］
※現場実習は12月16日（日）
【会場】あいとぴあセンター
【受講料】2,000円※テキスト代別
【定員】10名程度
【対象】受講修了後、狛江市で要約

障がい者対人関係学習会
障がいのある方は、ソーシャルスキル・社会経験や知識の不足に
よって他者と良好な人間関係を築くことができず、予期せぬトラブル
に巻き込まれてしまう場合や、そのトラブルの原因となってしまう場
合があります。今回の講座では「障がい者の性と支援」をテーマに思
春期を迎え大人へと成長していく本人との関わり方、また親亡き後、
本人が良好な人間関係を築き生活を続けるために考えたいこと、ご家
庭での適切な接し方や困りごとの対応方法など具体的なアドバイスを
いただくことができ、何か役立つヒントが得られるはずです。
˗講師との個別相談もあります害講義終了後20分間程度（先着申込み
3組様まで）申込時に個別相談希望の旨をお申し出ください。
【日時】7月2日（月）午前10時～11時45分 【会場】あいとぴあセンター
【対象】主に知的障がいがある方のご家族・支援者
【講師】東京都心身障害者福祉センター 山本良典氏 【定員】30名
【参加費】無料 【申込み・問い合わせ】狛江市障害者地域自立生活セン
ターサポート志03-5438-3533思03-3430-9779

【参加費】無料 【会場】こまえくぼ 1234フリースペース
【問い合わせ】こまえくぼ1234（狛江市市民活動支援センター）
志03-5761-5556 E-mail:info@vc.komae.org

【内容】ボランティアってどんな
こと？、始めてみようボランティ
ア、ボランティア活動で注意した
いこと、ボランティア保険につい
て、募集中のボランティアの紹介。
※各回、内容は基本的に同じです。

■受入団体・施設向けガイダンス
【日時】７月14日（土）午後６時～
７時 ８月23日（木）午後２時～
３時
【内容】ボランティアってどんなこ
と？、団体や施設がボランティア
を受入れるメリット、ボランティ
アを受入れる準備、ボランティア
保険と行事保険について、参加団
体の情報共有。※各回、内容は基
本的に同じです。

■活動者向けガイダンス
【日時】７月８日（日） ７月22日
（日） ８月19日（日） 各回午後
２時～３時

要約筆記講習会受講生募集

画」の基本理念で掲げた「地域福祉の
推進」を念頭に、４つの重点的な取組

˙૯ ׅ
平成28年度より２年間をかけて検討

してきた「第３次地域福祉活動計画」が
平成30年３月に策定されました。
「地域福祉活動計画」では、重点的な
取組みとして、コミュニティソーシャル
ワーカーの配置、福祉カレッジ（仮称）
の開催、福祉のまちづくり委員会（仮
称）の設置の３つの取組みを掲げ、平
成30年度より６か年をかけ計画を進め
てまいります。
平成29年度は、「地域福祉活動計

進に尽力してまいります。
˙ॏ఺తͳऔΓ૊Έ
繋狛江市市民活動支援センター（こま
えくぼ1234）の管理運営

毅登録団体・個人にフリースペースを
提供し、イベントや展示会の実施を
支援するとともに、来場者に支援セ
ンターの周知を行いました。

毅新規取組みとして団体向けに専門相
談会を実施しました。また、相談を
きっかけに３つの団体の立ち上げを
支援しました。

今後も、当協議会では関係者や関係
団体と協力し合いながら地域福祉の推

ケート調査を実施し、平成30年３月に
５つの法人が参加する狛江市社会福祉
法人連絡会が発足しました。
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